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①

②

③
事業概要
（手段･手法など）

④
事業目的
（何のために）

⑤
対象及び人数
（誰･何を対象に）

⑥ 事業実施方法

⑦
アウトソーシン
グ等の検討余地

千円 0 　人

内訳 千円 0.2 　人

国・府からの
補助金等

使用料・手数料 その他 0千円

事業番号 

事業シート（概要説明書）

事　業　名 福祉施設管理運営事業 担当部・課

細事業名 小山田地域福祉センター管理運営
事業

根拠法令など 河内長野市立地域福祉センター条例

地域福祉部生活福祉課 事業開始年度　 平成11年度

指定管理 小山田コミュニティセンター・地域福祉センター管理運営委員会

左の従事職員数

担当正職員：概算人件費（B)
（H22決算平均人件費8,260千円×従事職員数）

基　本　情　報

高齢者や障がい者等に関する各種の相談に応ずるとともに、健康の増進やレクリエーションの場を提供します。
地域住民等の意見を反映しながら、効率的な運営を行い、管理運営費の削減に努めます。

高齢者や障がい者等の社会参加や生きがい活動の促進を図り、もって思いやりに満ちた明るい地域社会を確立するため設置した市立小山田
地域福祉センターの管理運営業務を行う。

利用対象者（高齢者39,848人・障がい者5,418人・母子1052世帯　H24.3.31）

1,652 左の従事職員数

平成２４年度予算 直接経費（A)の内訳

15,113 千円

補助金の割合（率）

委託料：14,773千円、使用料及び賃借料：310千円、需用費：30千円

人件費（B) 1,652 千円

※A内訳の内、臨時職員他（嘱託・アルバイト）人件費を再掲　 0

0千円 1,451千円 一般財源
（市債含む） 15,314千円

現状・目標・課題

⑧
コ
ス
ト

直接経費（A)

総コスト
（A)＋（B) 16,765 千円

財源内訳（収入）



⑨ 事業の現状

⑩

目　　標
（目指すところ）
※より具体的に記
入

部長名 課長名

・事業の課題

・事業の方向性
（改善に向けて）

・公開事業評価
において、市民
の方にお聞きし
たい内容

■事業の課題
利用者の固定化が見られます。一方で他施設利用者だった者の利用が増える状況の中で、今以上の施設設備充実は難しいた
め、今後の施設利用あり方が課題です。
■事業の方向性（改善に向けて）
施設設備に対する利用者数に限度があることから、利用のあり方等の検討・調整を行い、利用者が快適に利用でできるよう
に努めます。
■公開事業評価において、市民の方にお聞きしたい内容
利用者増加に向けた取り組みへの意見を求めます。

風呂、健康器具（ヘルストロン）等を利用することで健康管理をし、高齢者同士が同一目的で生き甲斐の場として大きく寄
与しています。

事業シート作成責任者 坂上　壽彦 井上　伸市

円滑な管理運営が行えるよう、指定管理者と連携を図ります。また、地域福祉センターの維持・保全点検、修繕を行い、利
用者が快適に過ごせるよう努めます。

⑪


